
は じ め に 

 

 当研究所は，市民の健康と生活を守ることを目的として，昭和 45年 10月に発足した

衛生試験所を前身とし，平成 9年 5月に拡充・強化して設置されました．研究所として

スタートするにあたっては，環境及び保健衛生に関する情報及び学習の場「まもるーむ

福岡」を新設し，市民が直接見て，触って，体験できる情報の発信・提供を行っている

ところです. 

設置以来 40 有余年にわたり，一貫して環境及び保健衛生に関する試験検査、調査研

究，情報の発信・提供等を行い，研究所としてのミッションの遂行に努めるとともに，

保健・環境行政を科学的視点からサポートしてまいりました． 

 

現在，地方の中核的試験研究機関である研究所には広く健康危機管理に対する役割が

ますます求められています。 

一例を挙げれば，全国的な風しんの大流行やマダニが媒介する重症熱性血小板減少症

候群（ＳＦＴＳ），鳥インフルエンザＡ（Ｈ7Ｎ9），現在ではデング熱やエボラ出血熱な

どがあり，また冷凍食品への農薬の混入事件などがあります．さらに，微小粒子状物質

（ＰＭ2.5）による大気汚染や熱中症などがあります． 

微生物，理化学，環境科学など研究所の全部門で健康危機管理対応が求められ，今後

ますます対応すべき事案は増加するばかりです。これに伴い，市民の安全と安心に対す

るニーズに対応する試験検査や調査研究を進めていくことも必要になっています。 

このようなことから，健康危機管理に重要な役割を担う研究所として不断に検査技術

の維持・向上を図るとともに，研究所間の連携を図りながら迅速かつ的確な検査体制の

より一層の充実を進めています． 

 

研究所を取りまく環境は厳しい状況下にありますが，今後とも，選択と集中を図りな

がら，環境・保健衛生に係る行政施策を科学的側面から支える福岡市の中核的試験研究

機関として，市民の健康と生命を守り、安心して暮らせる環境を確保するため，職員一

同，自己研鑽に努めるとともに，市民や行政にさらに見える研究所としての情報発信機

能の強化を行い、その使命を果たしていく所存です． 

 

この所報は，平成 25 年度の業務の成果を取りまとめたものであります．ご高覧いた

だき，忌憚のないご意見をお寄せいただければければ幸甚に存じます． 
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